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発行責任者
藤川 拓

（（
近近
畿畿
生生
ココ
ンン
関関
連連
協協
議議
会会
））とと
オオ
ーー
ナナ

（
近
畿
生
コ
ン
関
連
協
議
会
）と
オ
ー
ナ

ーー
会会
（（
一一
般般
社社
団団
法法
人人
西西
日日
本本
建建
設設
関関
連連
オオ
ーー
ナナ
ーー

ー
会
（
一
般
社
団
法
人
西
日
本
建
設
関
連
オ
ー
ナ
ー

会会
））
のの
集集
合合
交交
渉渉
はは
昨昨
年年
にに
続続
きき
、、
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ

会
）
の
集
合
交
渉
は
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イイ
ルル
スス
感感
染染
対対
策策
をを
優優
先先
しし
、、
労労
使使
双双
方方
代代
表表
者者
にに

イ
ル
ス
感
染
対
策
を
優
先
し
、
労
使
双
方
代
表
者
に

よよ
るる
交交
渉渉
にに
切切
りり
替替
ええ
、、

月月

日日
のの
春春
闘闘
要要
求求
趣趣

よ
る
交
渉
に
切
り
替
え
、

月

日
の
春
闘
要
求
趣

旨旨
説説
明明
かか
らら
第第

回回

月月

日日
、、
第第

回回

月月

日日

旨
説
明
か
ら
第

回

月

日
、
第

回

月

日

とと
交交
渉渉
をを
行行
いい
、、
第第

回回
集集
合合
交交
渉渉
をを

月月

日日
、、

と
交
渉
を
行
い
、
第

回
集
合
交
渉
を

月

日
、

西西
日日
本本
建建
設設
関関
連連
オオ
ーー
ナナ
ーー
会会
会会
議議
室室
にに
てて
行行
いい
、、

西
日
本
建
設
関
連
オ
ー
ナ
ー
会
会
議
室
に
て
行
い
、

年年
春春
闘闘
確確
認認
書書
のの
締締
結結
にに
至至
りり
まま
しし
たた
。。

年
春
闘
確
認
書
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

求
の
賃
上
げ
、
一
時

金
に
つ
い
て
は
、「
昨
年
実
績

通
り
と
す
る
。
但
し
、
各
社
の

実
情
を
踏
ま
え
円
満
に
協
議
し

経経
済済
要要

経
済
要

解
決
を
は
か
る
」
と
し
ま
し
た
。

日
々
雇
用
労
働
者
の
就
労
条

件
改
善
に
つ
い
て
は
、

年
春

闘
で
確
認
さ
れ
た
、
最
低
日
額

賃
金

円
の
更
な
る

引
き
上
げ
、
お
よ
び
そ
の
他
手

当
な
ど
の
条
件
を
整
備
し
、
更

な
る
条
件
の
底
上
げ
を
は
か
る

た
め
、
別
途
検
討
委
員
会
に
お

い
て
協
議
し
、

月
中
を
目
標

に
日
々
雇
用
の
条
件
整
備
を
取

り
ま
と
め
る
。

制
度
・
政
策
要
求
で
は
、
人

員
補
充
に
つ
い
て
、
慢
性
的
人

手
不
足
の
解
消
、
安
定
供
給
体

制
の
確
立
に
む
け
て
作
成
さ
れ

た
、
モ
デ
ル
労
働
協
約
・
モ
デ

ル
賃
金
を
ベ
ー
ス
に
新
規
採
用

者
の
促
進
を
は
か
る
。
さ
ら
に

お
よ
び
オ
ー
ナ
ー
会

が
協
賛
し
て
作
成
さ
れ
た
生
コ

ン
ワ
ー
カ
ー
ビ
デ
オ
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
活
用
し
、
新
人
研
修
制
度

の
確
立
に
む
け
新
人
研
修
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
す
す
め
る
。

生
コ
ン
納
入
の
制
度
向
上
お
よ

び
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に
む

け
、
企
業
枠
を
超
え
た
輸
送

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
た
め

お
よ
び

（
関
西
労
供
労
組
協
議
会
）
は

共
同
し
て
安
定
供
給
体
制
の
一

翼
を
担
う
こ
と
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。

そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
定
年

制
・
雇
用
継
続
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に
つ
い
て
は
、
継
続
審

議
事
項
と
し
、
早
期
に
と
り
ま

と
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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年 月 日 建交労 関西支部 （ 月号）

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
植
西
茂
部
会
長
）
は

月

日（
金
）、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の

処
遇
改
善
な
ど
を
求
め
て
、
大
阪
労
働
局
・
近
畿
運
輸
局
・
一
般
社
団
法
人
大
阪
府
ト

ラ
ッ
ク
協
会
へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
常
任
幹
事
を
中
心
に

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
が
急
増
し
て
お
り
、
ま
た
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、「
標
準
的

な
運
賃
の
告
示
」
の
実
効
性
が

あ
が
ら
な
い
ま
ま
、
逆
に
運
賃

ダ
ン
ピ
ン
グ
や
運
賃
の
引
き
下

げ
強
要
が
起
こ
っ
て
い
る
と
の

報
道
も
あ
る
状
況
で
あ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
そ
の
従

事
者
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

の
状
態
改
善
は
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
現
状
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

「

・

中
央
行
動
」
で
の
本

省
要
請
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
て

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

大
阪
労
働
局
へ
は
、
午
前

時

分
か
ら
約

時
間
に
わ

た
っ
て
、「
改
善
基
準
告
示
」

の
抜
本
改
正
・
法
制
化
の
課
題
、

産
業
別
最
賃（
ト
ラ
ッ
ク
最
賃
）、

監
査
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
要

請
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。大

阪
労
働
局
の
担
当
課
か
ら

は
、
要
請
内
容
に
つ
い
て
は
地

方
局
で
は
判
断

で
き
な
い
の
で
、

本
省
に
伝
え
る
。

「
改
善
基
準
告

示
」
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
本

省
と
業
界
団
体
、

労
働
組
合
等
と
の
間
で
検
討
会

が
も
た
れ
て
お
り
、
短
縮
の
方

向
で
議
論
が
進
ん
で
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
産
業
別
最
賃
に
つ

い
て
、
要
件
の
緩
和
を
求
め
て

い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

大
阪
労
働
局
管
内
で
は
、
令
和

元
年
度
に
運
輸
交
通
に
つ
い
て

件
の
監
査
・
指
導
を
行

い
、
内
違
反
が

件
あ
っ

た
こ
と
、
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

近
畿
運
輸
局
と
は
午
後

時

分
か
ら
約

時
間
、「
改
善

基
準
告
示
」
の
抜
本
改
正
・
法

制
化
の
課
題
、「
標
準
的
な
運

賃
の
告
示
」
の
実
効
性
を
求
め

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し

ま
し
た
。

近
畿
運
輸
局
か
ら
は
、
要
請

ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
、
安
全
に
駐

車
で
き
る
場
所
で
、
な
お
か
つ

ベ
ッ
ド
で
の
休
息
は
）時
代
の

変
化
と
と
も
に
現
状
そ
ぐ
わ
な

荷
物
の

監
視
義

務
か
ら

解
放
さ

れ
て
い

る
状
態

で
な
い

限
り
、

休
息
期

間
と
し

て
は
認

め
ら
れ

な
い
」

と
の
回

答
が
あ

り
ま
し

た
。（
車

輌

内

い
も
の
と
考
え

て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
畿
運

輸
局
・
近
畿
経

済
産
業
局
・
労

働
局
の
連
名
で

荷
主
宛
に
「
標

準
的
な
運
賃
告

示
」
に
つ
い
て

周
知
す
る
文
書

を

月

日
に

発
出
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
輸
送
・
荷
待
ち
・

荷
役
な
ど
関
す
る
輸
送
実
態
把

握
の
た
め
の
意
見
等
の
募
集
」

に
つ
い
て
、
全
国
で
約

件
の
意
見
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

「
長
時
間
の
荷
待
ち
」
に
関
す

る
意
見
が
一
番
多
い
こ
と
が
示

さ
れ
、「
標
準
的
な
運
賃
の
告

示
」
は
時
限
立
法
で
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
運
賃
交
渉

が
進
ま
な
い
中
で
、
時
間
だ
け

が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
、

と
し
ま
し
た
。

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、
今

回
の
要
請
行
動
の
到
達
点
を
ふ

ま
え
て
、
今
後
の
政
策
要
求
課

題
の
追
求
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

で
の
中
間
集
計
で
は
「
運
送
事

業
者
か
ら
『
標
準
的
な
運
賃
』

に
基
づ
い
て
運
賃
交
渉
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
ら
応
じ
る
か
」

と
の
問
い
に
対
し
て
、「
応
じ

る
」
と
答
え
た
荷
主
が

割
以

上
、「
検
討
す
る
」
が

割
以

上
と
な
っ
て
お
り
、「
応
じ
な

い
」
は

％
に
す
ぎ
な
か
っ
た

こ
と
、一
方
、事
業
者
で
は
、「
標

準
的
な
運
賃
」
を
届
け
出
た
の

は
約

％
、「
検
討
中
」
が

・

％
、「
届
け
出
な
い
」
は

％

で
あ
り
、「
交
渉
す
る
か
」
と

の
問
い
に
は
、「
し
な
い
」「
検

討
中
」
が
多
数
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、

荷
主
側
の
対
応
に
も
あ
る
よ
う

に
、
運
賃
と
し
て
届
け
出
て
、

交
渉
を
申
し
入
れ
る
こ
と
が
重

要
と
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
者
へ
の
支
援
策
を

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

け
・
荷
主
・
一
般
向
け
に
様
々

な
媒
体
を
使
っ
て
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
事
業
者
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
を
複
数
回
開
催
し
て

き
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

特
に
「
標
準
的
な
運
賃
の
告

示
」
に
関
し
て
は
、

月
段
階

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
は
、
午
後

時

か
ら

時
間
、「
コ
ロ
ナ
禍
」

に
あ
っ
て
の
事
業
者
へ
の
支
援

策
、「
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
」

に
つ
い
て
の
実
効
性
確
保
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

は
、
「
コ
ロ
ナ

禍
」
に
あ
っ
て
、

セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
融
資
に

お
け
る
信
用
保

証
の
復
活
と
枠

の
増
額
を
行
っ

た
が
、
そ
の
他

の
国
の
制
度
な

ど
も
あ
っ
て
、

利
用
は
少
な
い

こ
と
。
「
標
準

的
な
運
賃
の
告

示
」
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
向

内
容
に
つ
い
て
は
、
本
省
に
伝

え
る
。「
車
輌
内
ベ
ッ
ド
」
で

の
休
息
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
頃
に
労
働
省
よ
り
「
パ
ー
キ

「
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
」
の
実
効
性
を

近
畿
運
輸
局

産
業
別
最
賃
、
監
査
の
強
化
な
ど
要
請

大
阪
労
働
局

「「改改善善基基準準告告示示」」のの抜抜本本改改正正・・法法制制化化をを「改善基準告示」の抜本改正・法制化を
トトララッックク運運転転者者のの処処遇遇改改善善ななどど求求めめ、、地地方方局局やや業業界界団団体体にに要要請請トラック運転者の処遇改善など求め、地方局や業界団体に要請

大大阪阪トトララッックク部部会会・・ 月月 日日大阪トラック部会・ 月 日



（ 月号） 建交労 関西支部 年 月 日

全
国
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶

訴
訟
は
、

年

月

日
に
請
求
団
を
結
成
し
、「
あ

や
ま
れ
・
つ
ぐ
な
え
・
な
く
せ

じ
ん
肺
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
て
、

地
裁
に
訴
訟
を
提
起

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
に

運
動
が
広
が
っ
て
い
き
、
最
終

的
に
は
「

地
裁
・
支
部
」
裁

判
が
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

訴
訟
の
解
決
時
に
は
、
国
と

和
解
を
行
う
際
「
ト
ン
ネ
ル
じ

ん
肺
防
止
対
策
に
関
す
る
合
意

書（

年

月

日

付
）」
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
長

き
に
渡
り
時
間
を
費
や
し
ま
し

た
が
、
合
意
内
容
の
完
全
履
行

が
さ
れ
た
た
め
、

年

月

日
に
衆
議
院
第
二
議
員

会
館

階
多
目
的
会
議
室
で

「『
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
防
止
対

策
に
関
す
る
合
意
書
』
完
全
履

行
報
告
」
と
「
じ
ん
肺
根
絶
め

ざ
す

・

院
内
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
関
西
支
部
か
ら
村
井

金
治
郎
・
森
田
昌
志
の

人
が

参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
上
京
が
難
し
い

所
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
国
会

議
員
（
秘
書
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
文

書
を
含
む
）

人
・
元
議
員

人
・
支
援
者

人
・
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加

人
の
合
計

人

が
出
席
し
ま
し
た
。

院
内
集
会
は
、
合
意
書
の
完

全
履
行
さ
れ
た
意
義
と
そ
の
内

容
を
確
認
す
る
こ
と
と
、
こ
の

間
に
勝
ち
取
っ
て
き
た
諸
法
令

等
が
ト
ン
ネ
ル
現
場
労
働
者
に

周
知
徹
底
さ
れ
、
労
働
者
の
安

全
と
健
康
が
守
ら
れ
る
こ
と
を

求
め
て
行
く
決
意
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
国
会
議

員
及
び
、
合
意
書
締
結
時
の
立

会
人
で
あ
っ
た
漆
原
良
太
元
議

員
・
佐
藤
陵
一
闘
争
本
部
長
・

黒
川
三
郎
原
告
団
長
に
よ
る
激

励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
・
国
土

交
通
省
か
ら
は

人
が
参
加
さ

れ
、
代
表
し
て
厚
生
労
働
省
の

吉
永
和
生
労
働
基
準
局
長
が
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
幾

度
と
な
く「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
」

に
関
し
て
「
院
内
集
会
」
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
原
告

団
・
弁
護
団
・
家
族
会
に
対
し

て
、
労
働
基
準
局
長
が
参
加
を

し
た
の
は
初
め
て
で
、
運
動
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
支
援
団
体
で
あ
る

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
連
絡

会
」
の
清
水
謙
一
事
務
局
長
・

小
野
寺
利
考
弁
護
団
長
の
報
告

や
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
は
角
田

季
代
子
副
闘
争
本
部
長
が
締
め

く
く
り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
に
は
基
金
制
度

の
法
整
備
が
残
さ
れ
て
お
り
、

年

月

日
の
時
点

で
「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
基
金
に

賛
同
す
る
」
署
名
は
、
党
派
を

超
え
て
国
会
議
員
の
署
名

人
分
（
国
会
議
員
数
は

人
）
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も

人
で
も
多
く
の

国
会
議
員
に
賛
同
し
て
も
ら
う

運
動
を
行
い
、
議
員
立
法
で
法

律
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
治

の
場
で
解
決
を
求
め
て
行
き
、

基
金
制
度
の
確
立
が
出
来
る
ま

で
、
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
通
信
・
支
部
副
執
行
委
員
長

森
田
昌
志
）

知
事
の
責
任
は
大
き
い
。
変

異
株
の
脅
威
が
言
わ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
事

は

回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

を

月
末
に
前
倒
し
で
解
除
。

月
か
ら

月
に
か
け
て
は

重
症
病
床
の
運
用
数
を

床

近
く
減
ら
し
た
。

年

月

に
運
用
開
始
し
た
大
阪
コ
ロ

ナ
重
症
セ
ン
タ
ー
も

床
の

計
画
が
、
残
り

床
の
施
設

工
事
を
凍
結
。

月
下
旬
、

感
染
者
が
急
増
し
あ
わ
て
て

看
護
師
・
病
床
確
保
に
走
り

再
び
国
や
他
都
府
県
に
頼
る

こ
と
に
な
る
。

医
療
崩
壊
の
要
因
は
こ
れ

ま
で
の
医
療
切
り
捨
て
と
と

も
に
、
真
剣
さ
に
欠
け
る
コ

ロ
ナ
対
策
に
あ
る
。
だ
が
吉

村
知
事
は
反
省
ど
こ
ろ
か
、

感
染
抑
制
の
た
め
個
人
の
自

由
制
限
の
法
整
備
が
必
要
、

と
責
任
逃
れ
の
発
言
を
弄
す

る
。

大
阪
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
の

新
規
感
染
者
は

月

日
以

降
、
連
日
の
よ
う
に

千
人

を
超
え
た
。
重
症
病
床
使
用

率
は

月

日

％
に

達
し
、
重
症
者
が
軽
症
中
等

症
病
床
に
留
ま
る
事
態
に

な
っ
て
い
る
。
自
宅
療
養
者

は

万
人
超
に
の
ぼ
る
。

大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合

会
が

月

日
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
府
民
へ
の
訴

え
を
発
表
し
た
。

「
両
側
に
肺
炎
が
あ
り
入
院

治
療
が
必
要
な
人
が
自
宅
待

機
と
な
り
意
識
が
な
く
な
る

寸
前
と
な
っ
て
い
た
」「
救

急
搬
送
先
が
な
く
消
防
署
で

一
晩
過
ご
す
こ
と
に
な
っ

た
」
な
ど
、
命
を
守
れ
な
い

状
況
だ
と
い
う
。
変
異
株
は

重
症
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
く

若
者
に
も
及
ぶ
こ
と
も
伝
え
、

感
染
増
加
に
歯
止
め
を
か
け

る
行
動
を
と
訴
え
る
。

医
療
崩
壊
を
招
い
た
吉
村

政政
治治
解解
決決
求求
めめ
、、
基基
金金
制制
度度
のの
確確
立立
をを

政
治
解
決
求
め
、
基
金
制
度
の
確
立
を

はは
じじ
めめ
てて
厚厚
労労
省省
労労
働働
基基
準準
局局
長長
がが
参参
加加

は
じ
め
て
厚
労
省
労
働
基
準
局
長
が
参
加

「「
じじ
んん
肺肺
根根
絶絶
めめ
ざざ
すす

・・

院院
内内
集集
会会
」」
にに
参参
加加

「
じ
ん
肺
根
絶
め
ざ
す

・

院
内
集
会
」
に
参
加

医
療
崩
壊
を
招
い
た
知
事

月
に
重
症
病
床
を
削
減



年 日 日 建交労 関西支部 （ 月号）

＠

関
西
支
部
の
様
々
な
取
り

組
み
、
ニ
ュ
ー
ス
、
ビ
デ
オ

画
像
な
ど
は
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
・
印
刷
が
で
き
ま
す
。

「
建
交
労
関
西
支
部
」
で
検

索
。
以
下
の

コ
ー
ド
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

組
合
活
動
の
大
き
な
力

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
よ
う

労供事業部員募集
セメント生
コンやトラッ
クの職場など
で日々雇用で
働きながら、
労働条件改
善・権利確保
などに取り組
む労働組合です。詳しくは、以下の電
話番号でお問い合わせください。
電話番号

（
支
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
）
の
統
一
行
動
と
し
て
、

大
阪
・
兵
庫
で
の
宣
伝
行
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

大
阪
で
は
平
野
区
ゴ
ミ
処
理

場
、
堺
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

兵
庫
で
は
尼
崎
第
一
、
第
二
ご

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関
西
支
部
で
は
、
清
掃
関
連

労
働
者
の
組
織
拡
大
を
め
ざ
し
、

ー
ル
の
確
立
を
は
じ
め
、
自
治

体
の
責
任
明
確
化
や
「
安
か
ろ

う
悪
か
ろ
う
」
行
政
を
正
す
運

建
交
労
に
は
、

ゴ
ミ
収
集
運
搬
、

し
尿
汲
み
取
り
、

下
水
道
維
持
管

理
、
公
営
競
技

場
内
の
清
掃
な

ど
、
環
境
整
備

に
関
す
る
職
場

で
働
く
仲
間
が

加
入
し
て
い
ま

す
。
業
種
の
共

通
課
題
を
解
決

さ
せ
る
た
め
に

運
動
を
推
進
し
、

清
掃
関
連
労
働

者
の
社
会
的
地

位
向
上
、
業
界

秩
序
、
働
く
ル

ー
前
参
議
院
議
員
か
ら
激
励
の

挨
拶
を
受
け
、
決
起
集
会
の
最

後
に
大
阪
府
本
部
・
植
西
執
行

委
員
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱

を
行
い
、

時

分
に
パ
レ
ー

ド
が
出
発
し
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ダ

ン
プ
、
宣
伝
カ
ー
な
ど
、

台

を
連
ね
て
大
阪
市
内
を
巡
り
ま

し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
呼
応

し
て
、
な
ん
ば
高
島
屋
前
で
は

大
阪
建
設
共
闘
と
組
合
員
ら
が

春
闘
ア
ピ
ー
ル
宣
伝
を
行
い
、

ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
が
現
地
を

通
過
す
る
際
に
は
、
お
互
い
に

エ
ー
ル
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

月

日（
日
）建
交
労
大
阪
府
本
部
主
催
、
建
交
労
大
阪
ト

ラ
ッ
ク
部
会
協
賛
で
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前

時

分
よ
り
「

年
春
闘
勝
利

コ
ロ
ナ
禍
で
の
解

雇
・
雇
止
め
に
反
対
し
、
魅
力
あ
る
運
輸
・
建
設
業
界
を
め
ざ

そ
う

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
舞
洲
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
て

決
起
集
会
を
開
催
し
、
組
合
員
ら

人（
う
ち
関
西
支
部

人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

決
起
集
会
で
は
、
パ
レ
ー
ド

実
行
委
員
長
で
建
交
労
大
阪
府

本
部
・
前
村
委
員
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、「

春
闘
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
大
企
業
の

内
部
留
保
を
労
働
者
に
還
元
さ

せ
る
こ
と
、
ま
た
消
費
税
減
税

で
内
需
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
で
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
、

大
阪
労
連
・
管
議
長
、
大
阪
建

設
共
闘
・
矢
野
事
務
局
長
、
日

本
共
産
党
・
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ

み
処
理
場
、
神

戸
西
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で

取
り
組
み
、
昨

年

月
の

会
議
以
降
、
計

回
の
行
動
で

支
部
組
織
拡
大

独
自
ビ
ラ

枚
、
環
境
部

会
ビ
ラ

枚
、

テ
ィ
ッ

シ
ュ

枚
、

マ
ス
ク

枚
を
セ
ッ
ト
に
し
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
労
働
者
と

の
対
話
は
難
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
配
布
物
の
受
け

取
り
は
よ
か
っ
た
で
す
。
引
き

続
き
、
環
境
・
清
掃
労
働
者
の

地
位
向
上
、
安
全
で
安
心
し
た

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
組
織
拡

大
行
動
を
強
化
し
、
進
め
て
い

き
ま
す
。（
通
信
・
特
別
執
行

委
員

村
井
金
次
郎
）

地地
位位
向向
上上
、、
安安
全全
でで
安安
心心
しし
たた
環環
境境
づづ
くく
りり
へへ

地
位
向
上
、
安
全
で
安
心
し
た
環
境
づ
く
り
へ

組組
織織
拡拡
大大
行行
動動
のの
強強
化化
をを

組
織
拡
大
行
動
の
強
化
を

環環
境境
・・
清清
掃掃
関関
連連
労労
働働
者者
組組
織織
宣宣
伝伝

環
境
・
清
掃
関
連
労
働
者
組
織
宣
伝

・ 大阪府本部トラックパレード

年年春春闘闘勝勝利利 ココロロナナ禍禍ででのの解解雇雇・・雇雇止止めめにに年春闘勝利 コロナ禍での解雇・雇止めに
反反対対しし、、魅魅力力ああるる運運輸輸・・建建設設業業界界ををめめざざそそうう反対し、魅力ある運輸・建設業界をめざそう


